
鹿 児 島 県 護 憲 平 和 フ ォ ー ラ ム 情 報  第 5 号  2011 年 9 月 30 日発行 (1 面) 

 

NO―5  2011.9.30 
発行：鹿児島県護憲平和フォーラム Ｅmail:kenheiwa@bronze.ocn.ne.jp    

連絡先：鹿児島市鴨池新町 5－7 TEL 099-252-8585  FAX099-258-4560 

「さようなら原発 1000 万人アクション」 

9.19 集会に 6 万人が参加     東京・明治公園 

 

脱原発のうねり 大きく盛り上がる 
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【９．１１さようなら原発県民集会参加呼びかけ街頭チラシ入れ】 

「繁華街 2 か所でチラシ 2,000 枚を配布（街頭行動）」 

    ―68 人が参加し市民に訴えるー     9 月 6 日(火) 

９月６日(火)18 時～19 時にかけて，鹿児島ブ

ロック護憲平和フォーラムは社民党鹿児島総支

部と連携し，9 月 11 日に開催される「9.11 さよ

うなら原発鹿児島県民集会」の参加呼びかけチ

ラシ 2000 枚を，鹿児島市の繁華街 2 か所で計

68 人が参加して（①天文館アーケード入口前・

39 人 ②ＪＲ鹿児島中央駅前・29 人）配布しま

した。 

 ＪＲ中央駅前では，冒頭「さようなら原発

1000 万人アクション」の鹿児島県実行委員会の

呼びかけ人の一人である荒川譲さん(鹿児島大

学名誉教授・県護憲平和フォーラム代表)がマイ

クを握り，「脱原発へ向け，多くの参加で 9.11

集会を成功させよう」と訴えました。なお，荒

川代表は天文館へも移動し街頭から訴えました。 

この街頭行動には，社民党鹿児島市議団の皆

さんも駆けつけ街頭から訴えました（参加いた

だいた市議の皆さんは，秋広正健・森山清美・

北森孝男・大森忍・藤久保博文の 5 議員でした）。 

当日は，9.11 集会への市民参加よびかけチラ

シ配布が主なとりくみでしたが，チラシを受け

取った市民の中には，「署名をしたいが，どこで

すればいいのですか」と尋ねる方もいました。

チラシ 2,000 枚は 1 時間ほどで完配でした。参

加者の皆さん大変ご苦労様でした。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鹿児島中央駅 
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「私たちの脱原発への熱意は

桜島の降灰にも負けない」 

鹿児島から脱原発の風を！ 
9.11 さようなら原発鹿児島県民集会  9 月 11 日(日) 鹿児島市・中央公園 

 

さようなら原発 1000 万人アクションに呼

応して，鹿児島市・中央公園で「さようなら

原発・鹿児島県民集会」が 2011 年 9 月 11 日

に 1,400 人を集めて開催されました。あいに

く当日は桜島の降灰がひどく，傘やマスクが

必要な程の大変な集会となりましたが，脱原

発に向けた私たちの決意は揺らぐことはあり

ません。 

集会前にシンガーソングライターの一樹

(かずき)さんが被災者支援の想いを込めて歌

を披露しました。 

10 時半から，グリーンコープ理事長の川原

ひろみさんの，東日本大震災で亡くなられた

方のご冥福を心からお祈りし，被災地の早期

復興を願っています，との開会あいさつから

始まりました。 

          まず主催者を代表し

て，荒川譲鹿児島大学

名誉教授から，被災者

の方に物心両面の支援

をしたい，安全性が強

調されていた原子炉が

メルトスルーまで起こ

した，これは明らかに

深刻な人災であり，利 

益集団が異論を封殺して建設を推進した結

果です。皆さんも心の中だけでなく実際の動

きで脱原発社会を実現し，県民の総力をあげ

て川内原発３号機増設を阻止しよう，とあい

さつしました。 

続いて鳥原良子・川内原発建設反対連絡協

議会会長から，昨年，県知事も薩摩川内市長          

も 3 号機増設に合意した

ことに愕然としました。

福島の事故では情報はほ

とんど開示されませんで

した。危険な３号機の増

設に反対し，一緒に３号

機増設反対署名，脱原発

署名に取り組みましょう

とアピール。 

続いて県議会議員の二

牟礼正博さんからも，国

のエネルギー施策の見直

しも始まっている，私た

ちは議会で，省エネや自

然エネルギー・スマート

グリッドの実現で３号機

増設は必要ないと主張し 

てきた。私たち「県民連合」と皆様の動きで

川内原発増設を中止させましょう，と県議会

での動きをアピールしました。 

最後は上関原発を建て

させない祝島島民の会代

表・山戸貞夫さんから，

私たちは中国電力の「金

で人を買い上げる」やり

かたに強い怒りを持って

反対運動を行ってきまし

た。反対署名も 100 万人 

を提出しています。また，お金に頼らない島

おこしにもとりくみ，諸団体の立場の違いを

確認しつつ活動を継続しています，と力強い

共闘のアピールがありました。山戸さんは上 
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関町長選への立候補も予定しています。 

鹿児島県保険医協会

会長の高岡茂さんから

の賛同のメッセージ紹

介の後，集会アピール

が，反原発の運動にと

りくまれている向原祥

隆・南方新社代表から

読み上げられました。

アピール本文の「核と 

命あるものは共存できません」という言葉は，

長年反対運動に関わってきた向原さんの切な

る願いと同じだと思います。 

集会最後は「団結ガンバロー」が県護憲平

和フォーラム代表・野呂正和さんから高らか

にコールされて締めくくられました。 

 集会後，会場でのシュプレヒコールとデモ

行進指示が自治労県本部青年部長である永福

豊さんから伝えられ，デモは市内中心部を山

下小学校から高見馬場を経由して天文館に向

かうコースと，朝日通りからいづろ通りを経

由し天文館に向かい合流する二つのコースで

行われ，市民に向けて私たちの脱原発に向け

た熱い想いがアピールされました。 
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「さようなら原発 1000 万人アクション」 

原発に「ノー」 みんなで生きよう 
鹿児島県護憲平和フォーラム 代表 野呂 正和 

 

さようなら原発 1000 万人アクション最大の

イベントには，適度の曇りの明治公園に全国か

ら６万人が結集しました。原発事故の危機感，

脱原発への強い思いが会場を埋めました。参加

できなかった全国の人々の思いを確認するには

余りある熱気でした。 

13 時からのオープニングコンサートは沖縄

音楽を会場に響かせ，その間も続々と参加者が

会場に詰めかけ，ステージの裏側にもごった返

す人々で埋まりました。もう鹿児島からの参加

者も確認することなどできません。思い思いに

書いたプラカード，そして黄色いＴシャツの波

であふれました。福島からの参加者など，労働

組合以外の参加者も目立ち，会場に入れない

人々の熱気も伝わってきました。 

13 時 30 分，いよいよ開会。司会者の呼びか

けに歓喜と怒りの声をあげる参加者は促されて

前から整然と座りなおします。前方ののぼり旗

はたたまれ，ステージには呼びかけ人の５人と

ドイツからの報告者が座っています。 

司会者が「3.11 事故以来毎日命が脅かされて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生きている。原発なしに暮らすというのは国民

の多くの声になってきている」と呼びかけます。 

いよいよ，呼びかけ人が一人ずつ会場と全国

に訴えます。駆け付けた山本太郎さん(写真上)

は「みんなで生きよう」と呼び掛け，会場はそ

の一言一言に熱烈に呼応して，なお盛り上がり

ました。最後は福島からの訴えに本当に心が痛

くなりました。1 時間の集会後，３コースに分

かれてパレードに移りました。 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鎌田 慧さん 

 1000 万人署名は，あと 900 万人を死に物狂

いで頑張り，原発に「ノー」を突き付けよう。 

 脱原発運動は意識を変える文化革命です。

核と人類は共存できない。ヒロシマ・ナガサ

キ，今度のフクシマが証明しています。 

 私たちは原発にさようならを言います。「さ

ようなら」は，再見，オボワール，また会う

日までではない。もう会いたくないというア

ディューです。 

 

大江健三郎さん 

 原発の電気エネルギーなしには成し遂げら

れないと申す人々も見られます。それはウソ

であります。原子力によるエネルギーは，必

ず荒廃と犠牲を伴います。 
イタリアが原子力計画を再開するかどうか

国民投票で反対が９割を占めました。それに に対し自民党の幹事長が「あれだけ大きな事
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故があったので，集団ヒステリー状態になる

のは心情としてわかる」。もともとイタリアで

原子力計画はいったん停止したのは 25 年前

のことです。 
 日本では原発に抵抗する意思を想像力を思

い知らせるためには民主主義の集会とデモし

かないのです。 
 

内橋克人さん 

 技術が進めば発展すれば，安全な原発は可

能であるという安全神話が新たに台頭しつつ

あります。地下深く原発を埋め込んで，洞窟

の中で原子力発電を続ける企みです。この裏

には私たちの国が核武装が可能な潜在力を持

ち続けよういう政治的意図だと思います。 
原発エネルギーではなくて，命が輝く国に

しようではありませんか。今日この一歩が踏

み出されます。世界が変わると思います。さ

よなら原発。今日は命輝く国，その第一歩を

皆さん方とともに歩み続けたいものです。 
 

落合恵子さん 

 ビートルズにイマジンという歌があります。

想像して下さい。福島のそしてこの国のそれ

ぞれの子どもたちの今を想像してください。

スリーマイル島，チェルノブイリ，そして福

島。想像してください。まだひらがなしか知

らない小さな子どもが，夜中に突然起きて「放

射能来ないで」と泣き叫ぶような社会をこの

まま続けさせてはいけないはずです。 
私たちもみなさんもこの犯罪に加担しない

と，ここで自分と約束しましょう。原発事故

から自由になること，もちろん反戦・反核・

反差別は全部一つの根っこです。命はここか

ら始まります。 
 

澤地久枝さん 

沖縄戦と長崎・広島の原爆投下の果てに敗

戦を迎えました。人類は日本という実験場で

初めて原爆を体験したのです。その日本に 54

基もの原発ができ，福島の事故から半年たっ

ても，収束の手立てがない。この国は原発な

どを持ってはいけない国だったはずです。 

 原発を含む日本の電力会社は，何百億円と

いう現金が原発の安全性ＰＲと推進のために

使われ，その毒は広く広がったようです。こ

ういうレベルの低い責任を問わない非科学的

な人々に，私たちの命を預けていたと思うと

本当に寒気がします。 
戦後に一人の戦死者を出さなかったのは，

二度と戦争はさせないと決心した戦争を体験

した日本の女たちの力だと思います。地球と

命を守り平穏な未来を確保すべく命を生み育

む女性たちが役割を果たすのは今です。人間

の砦を築いていきましょう。
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日米安保の再定義が馬毛島問題の根幹である 
―馬毛島で米軍は中国を仮想敵として訓練する― 

前田哲男さん(ジャーナリスト)が講演 

9.18 不戦を誓う日の集会   9 月 18 日(日)  指宿市民会館 

 
 今回の 9.18 不戦を

誓う日の鹿児島県集会

は，持ち回りで南薩ブ

ロック護憲平和フォー

ラムが担当し，9 月 18
日 10 時より指宿市・

指宿市民会館で開催さ

れました。 
冒頭，主催者を代表し

て県護憲平和フォーラム         
荒川譲代表(写真上)から 1931 年９月 18 日に柳

条湖事件（満州事変）勃発し，この関東軍の謀

略によって始まった紛争が大きな起点となり泥

沼の戦争に突入いていったことが挨拶と共に語

られたあと，馬毛島への米軍施設移転で揺れる

熊毛ブロック護憲平和フォーラム事務局長・宮

田重幸さん（写真右）か 
らの現地報告で，熊毛地 
区の一市三町が一致して 
ＦＣＬＰ施設移転に反対 
する決議をあげたことや，国の米軍基地反対運

動に関わる議員の講演を 
開催し，加えて基地補償 
が箱物にしか使えないこ 
とを伝え，市民とともに 
移設に反対する運動を行っていることが説明さ

れました。また漁業関係者への当局の説明が要

領を得ず，逆に不信感から反対派に変わりつつ

ある状況が語られるとともに，会場の参加者へ

支援が訴えられました。 
 
前田哲男さんの講演要旨は以下の通り 

9．18 不戦を誓う日については荒川さんから，馬毛島の問題に

関しては宮田さんから提起がありました。1931 年の 9 月 18 日か

ら始まる 10 年ごとの大きな歴史の流れから，馬毛島問題をとら

えなければならなりません。41 年には日米開戦，51 年には日米

安保条約，その大枠で馬毛島問題は考えねばならないし，広い意

味では福島の原発の事故も安保条約抜きでは説明できません。 
私たちは主に日米安保条約を軍事面で見ています。馬毛島問題

はもちろんそうだし，沖縄の普天間基地の問題もそうです。しか

しそれだけではなく，第２条にあるとおり経済協力という側面も

持ちます。正式な条約名通り「相互協力と安全保障」の条約なの

です。米国からの「対日年次改革要望書」があり，「経済協力」 
にこれらが含まれています。日本の原子力政策もこの構造に含まれていると考えるべきです。 

詳しくは語りませんが，原子炉はアメリカの会社が軍用に作り，商用転換をはかったものだから，

軍産複合体が深く関わっています。つまり安保条約第２条を抜きに，日本の原子力発電を考えるこ

とはできません。 
さて，第６条の基地提供が安保条約のもうひとつの大きな柱となっています。基地が日本の中に

あるということは，領土の主権が日本にありながら，現実にはそこはアメリカ領であるということ

です。安保条約における基地とはそのようなものです。 
 その基地を米国政府と日本政府が合意すれば，国内どこにでも作ることができる。これを「全土

基地方式」と呼びます。例えば辺野古の海を埋め立てて基地を作るのもこれに基づき行います。し
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かしながら，イギリス，フィリピンなどは場所をしっかり指定して，それ以外は基地として提供し

ません。ところが日本は丸投げなんです。そこで降って湧いたように馬毛島に基地を，となります。

馬毛島は自衛隊の基地という外観をまとっていますが，自衛隊はダミーです。やがて米軍のＦＣＬ

Ｐ（空母艦載機陸上離着陸訓練）やＮＬＰ（艦載機夜間離発着訓練飛行）の基地がやってきます。 

 現在の日米安保条約は 51 年に結ばれ，60 年に改訂されましたがそれから 50 年，一切変化なく同

じ条文です。冷戦が終わって 20 年です。仮想敵・ソ連は崩壊しましたから，安保はそこで歴史的使

命を終えたわけで，対等の日米友好同盟条約になってよかったがそうはならなかった。何が起こっ

たのでしょうか。 
安保の条文は何一つ変わらないのに再定義しようとしました。つまり解釈を変えました。ソ連に

変わって南方へ，つまり対中国へと，そしてアジアの枠組みで中東まで視野にいれるようになりま

す。1996 年にクリントン大統領がやってきて橋本首相と「日米安保共同宣言」を発表しますが，こ

れには安保条約にある「極東」の文字は一切ありません，すべて「アジア太平洋」となっています。

安保条約の意義は日本を防衛することです。これがひっくりかえされました。以上が安保再定義の

意味です。先に言った 10 年の区切りで 2001 年９月 11 日以降，今月で 10 年ですが，自衛隊がイン

ド洋・イラクなど海外に行くことが増えました。それでも戦闘任務につけないのは，憲法の力，わ

れわれの力でもあります。とはいえ，現在までの 10 年は米軍再編という言葉につきると思います。

そこに馬毛島や普天間の問題があります。こういった日米の合意で基地を作ろうとする流れも，再

定義された安保の運用から派生しています。 

 今現在，日米の共同の戦略目的は南方，中国の脅威です。馬毛島問題の地元の説明にも中国脅威

論がちりばめられています。かつて日本はソ連の脅威に対抗して，シーレーン防衛構想を策定しま

したが，これの「南東航路」は中国の海外進出を示す「第一列島線」とほぼ同じです。大変不思議

な思いがします。同じ航路をあるときはわが防衛線，あるときは敵の航路というふうに使い分けて

います。そこで馬毛島を南西地域に対する防衛態勢の充実の観点から，米軍空母艦載機発着訓練の

恒久的な施設として使用しようと考えているのです。これらが２＋２の日米安全保障会議で，南西

地域における防衛態勢の充実や大規模災害時の各種事態への支援について合意がなされました。Ｆ

ＣＬＰやＮＬＰへの恒久的な施設を提供することも確認されています。空母に着艦するのは高度な

技量が必要です。この技量を維持するためＦＣＬＰの施設を馬毛島へという動きがあるのはこれま

で述べているとおりです。これはかなり強固な意志を示していることは言うまでもありません。さ

まざまな困難を承知で反対運動をどう形作るのかとすれば，問題を大きく考えていくことに尽きる

と思います。つまり，馬毛島に米軍施設が作られるということは何を意味するのか，それはＦＣＬ

ＰやＮＬＰだけではない，当座そうでも実際はさまざまな目的に使われることが了解されていると

いうことです。自衛隊の基地として使用されることが明記されていますが，実際はどう使うかわか

りません。徳之島に辺野古の代替施設が作られそうになりましたが，同じような状況になります。

馬毛島の日米合意文書からはそのようなことが読み取れます。ＦＣＬＰにしても年間 90 日間とい

いますが，それ以上に訓練が行われる可能性があります。たとえば地位協定に「移動」という言葉

があります。基地間の移動という名目で低空飛行などの訓練をかねて，曲芸的飛行が行われる可能

性があります。しかしこのようなことは伏せて，地元に説明しているのです。軍隊ですから過酷な

訓練をやる場合もあるわけで，当局が示す表面的なデータは信用できません。 
 もう一つの問題点は，中国脅威論をもって日本を防衛しようという日米安保の態勢です。これは

政権交代によっても歯止めはかけられませんでした。鳩山首相は若干歯止めをかけようとしました

が，つぶされてしまいました。菅前首相，野田さんは迎合路線です。民主党政権下でも日米関係の

基調として維持されました。 
 東日本大震災で大幅に防衛予算を増やせる状況ではありませんが，南西重視という風呂敷を広げ

た以上削減することはできそうにありません。来年の予算編成にその輪郭が現れてくると思います。 
南西重視のため，那覇空港の飛行隊編成を拡大する方向性もありえます。そのような流れに馬毛島



鹿 児 島 県 護 憲 平 和 フ ォ ー ラ ム 情 報  第 5 号  2011 年 9 月 30 日発行 (９面)
の問題は位置づけられます。 
 かつて「ソ連の脅威」が言われた時に北の防衛体制が強化され，1981 年にはじめて日米の共同演

習が北海道で行われました。同様の事態が南に舞台を移して「中国の脅威」がキャンペーンされ日

米の関係強化が叫ばれています。岩国以西の基地がネットワークでつながれようとしており，その

なかで「馬毛島問題」があると考えたほうがよい。 
 現在米軍は，新型のオスプレイという垂直離着陸の可能なローター航空機の配備を，佐世保の新

型強襲揚陸艦へ計画しています。速力はヘリコプターの２倍，航続距離は 4 倍となります。これは

来年普天間に配備されることも決まっています。馬毛島はこれの訓練施設になる可能性もあります。

これによって中国への圧力となるわけです。 
これらにどのように対処するべきでしょうか。ＮＬＰを広島県・大黒神島に誘致する動きは，広

島県知事や広島市長の反対でとまりました。県知事が空域の権利を主張したので計画が中止できた

のです。小規模の空港を管理する権利は県知事にありますから，その権利で馬毛島も止められるか

もしれません。また，羽田周辺は厚木や横田があるので現在でもそうですが，馬毛島周辺でも空路

の一部が訓練空域になり，民間が迂回するような状況も考えられます。訓練の緊急避難用の空港も

必要だから，鹿児島空港がそうなるかもしれない。こういったことはほとんど議論されていません。 
これまでの実態をふまえ，議会や県知事や自治体が介入・対処すれば馬毛島の基地移設も阻止で

きると期待しています。以上です。 
 
講演後，会場からは「革命を起こして阻止するべきでは」との声もあった 

が，司会から革命ということではなく，みなさんと連帯して地域からの運動 
で反対しますと答弁がありました。 

最後にブロック護憲平和フォーラムの新田和哉代表(写真右)から，馬毛島問 
題は地元の課題として，さらに住民と連携した運動を進めます，と確信をも 
って反対運動にとりくむ決意が語られて集会を終えました。 
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  日米軍事再編・基地強化と闘う全国交流会 

－全国連絡会第 5 回総会－ 
「全国爆音訴訟団総会」参加報告   9 月 23～24 日   山口県・岩国市 

 

全国の米軍基地強化と闘う皆様と交流 

2011 年９月 23 日，山口県岩国市で，「日米軍事再編・基地強化と闘う全国連絡会」第 5 回総会

が開催されました。この総会に馬毛島問題の交流を兼ねて「鹿児島に米軍はいらない県民の会」か

ら，大石正博さん(熊毛ブロック護憲平和フォーラム副代表)と牟田実（鹿児島に米軍はいらない県

民の会事務局次長）の 2 人が参加しました。 
この総会に参加するに至る経緯は，先月(8 月)11，12 日，金子豊貴男さん(「第一軍団の移駐を歓

迎しない会代表」・神奈川県)を西之表市と中種子町に招き，馬毛島へ米空母のＦＣＬＰ(空母艦載機

離発着訓練)移設問題で講演をいただき，全国の米軍基地強化と闘っている市民団体の皆さんと交流

を進められたことがきっかけとなりました。 
 

韓国を含め，全国から 12 団体が集い交流 

総会は，23 日 14 時から岩国市役所の隣にある「岩国爆音訴訟団」の事務所にて行われ，全国か

ら 12 団体，そして韓国からも 5 人の参加で，約 40 人を越える参加で開催されました。この総会は

今回で 5 回目の開催となり，日米軍事再編を受け全国の米軍基地が強化されるなか，爆音や環境破

壊・米軍宿舎拡大などの動きや，米軍基地があるがゆえ危険や犯罪・爆音に苦しみながら闘ってい

る住民組織の代表らが集った総会でした。全国の反基地(米軍)運動の情報交換と活動報告などでお

互いに学びあいました。この総会で鹿児島の大石さんが馬毛島の現状と自治体組織の現状を報告し

ました。 
闘争報告をされた団体は以下の皆さんです。 

① 辺野古(沖縄) 東恩納琢磨さん（名護市議会議員） 
② 普天間(沖縄) 高橋年男さん（普天間爆音訴訟団） 
③ 佐世保(長崎) 速見篤さん（佐世保市議会議員・リムピース編集委員） 
④ 岩国(山口) 岡村寛さん（愛宕山を守る市民連絡協議会） 
⑤ 厚木・池子(神奈川) 金子豊貴男さん（第 4 次厚木爆音訴訟原告団） 
⑥ 相模原補給廠(神奈川) 野本陽吾さん（エアアクションかながわ） 
⑦ 横須賀(神奈川) 新倉裕史さん（非核市民宣言ヨコスカ） 
⑧ 座間(神奈川) 松本憲明さん（キャンプ座間への米陸軍第１軍団の移駐を歓迎しない会） 
⑨ 横田(東京) 大澤豊さん（基地被害をなくす会） 
⑩ 馬毛島(鹿児島) 大石正博さん（鹿児島に米軍はいらない県民の会） 

韓国からの参加報告(平澤・群山・済州島) 5 人 
① 「韓国地域報告 2011」タルギさん(郡山 平和の嵐) 
② 「韓国における軍の騒音問題と解決方策」キム へジンさん 

 
翌日は，シンポジウム開催 

翌日(24 日)は，岩国市民会館ホールで「どうなっているの？米軍再編」というテーマでシンポジ

ウムが開催され，冒頭，前日の総会で報告された全国の米軍基地撤去と闘う住民組織の代表(馬毛島

を含め 10 団体と韓国からも 2 団体)から闘争報告が行われました。その後「米軍再編とどう闘って

いくか？」と題し，4 人のパネリストによりパネルディスカッションが行われました。 
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パネラーは，日本の米軍基地が 70％以上集中する沖縄から安次富浩さん(辺野古・ヘリ基地反対協

議会)，横須賀の新倉裕史さん(非核市民宣言ヨコスカ)，神奈川の厚木から金子豊貴男さん(第 4 次厚

木爆音訴訟原告団)，地元岩国市から田村順玄さん(岩国市議会議員)の 4 人が，日米軍事再編で全国

の米軍基地が強化され，どのように変化し，基地住民への影響がどう変わってきているのか，更に

日米合同の軍事一体化がどう進みつつあるのかなど貴重な問題提起と闘いの報告がありました。最

後に集会アピールを採択し終了しました。なお，シンポジウムでも，大石正博さん(写真下右)が，

馬毛島問題の現状について報告を行い，会場から頑張れの激励の大きな拍手をいただきました。 
 

最後に 

 全国の米軍基地のある住民組織の皆さんと交流ができたことは，今後の馬毛島のＦＣＬＰ反対闘

争を闘う上で，多くのことを学ぶことができました。 

 一つは，住民組織を立ち上げ，活動を広げることが重要であることです。そこには不屈の粘り強

い精神を持ったリーダーと仲間が必要であること(地域を２分した賛否の論争も想定)が求められま

す。二つ目は，基地のある町だけの問題でないことです。例えば，馬毛島の問題は，熊毛 1 市３町

だけの問題ではないのです。馬毛島の問題は，米軍戦闘機の出発地点である岩国から馬毛島までの

低空飛行訓練ルートである地域も爆音や危険にさらされるということです。だから馬毛島問題は鹿

児島の鹿屋基地，宮崎の新田原基地や九州・四国・中国地方，そして岩国の問題でもあるというこ

とです。反基地闘争を闘う全国の皆さんは，沖縄・韓国・本土の米軍基地を一体化した闘いを展開

しています。2 日間で得た教訓を，馬毛島へのＦＣＬＰ施設反対の闘いに生かしていければと考え

ています。 
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これから私たちはどうなるの？ 

世界最大・過去最悪  ３・１１福島第一原発事故！ 
１０/２３ 放射能汚染の厳しい現実を直視する小出先生の報告 

メルトダウンした福島第一原発 ・・・ 

原子炉と使用済み核燃料プールから放射性物質が大量に放出！！ 

大気  土壌  水  海  野菜  魚  お茶  腐葉土   

牛の飼料の稲わら 草木 肉 米など  汚染が続く今私たちに 

できることは・・・子どもたちは何を食べればいいのか 

川内原発をかかえる私たちが、選択すべきは何か 

まだ間に合うのだろうか、公開されない情報、 

とにかく事実を知り知らせ、命をつないでいこう！ 

と き      １０月２３日（日）  pm ２時 ～ ４時 

ところ     サンエールかごしま   鹿児島市荒田 1 丁目 4 番 1 号 (P90 台余り有り) 

参加費    ５００円（当日８００円）大学生以下無料 
行事日程の紹介（10 月） 

10 月 1 日(土) 第５次川内原発増設中止署名行動 10:00～ 薩摩川内市 

10 月 20 日(木) 10.21 国際反戦デー 学習会 屋久島 

10 月 21 日(金) 10.21 国際反戦デー 第 2 回馬毛島街頭署名行動  

18:00～19:00  天文館アーケード入口(予定) 

10 月 21 日(金) 10.21 国際反戦デー 集会 西之表市 

10 月 21 日(金) 10.21 国際反戦デー 集会及びデモ行進 17:40～ 奄美市・名瀬  

10 月 22 日(土) 第６次川内原発増設中止署名行動 10:00～ 薩摩川内市 

10 月 22 日(土) 第 14 回脱原発講座 講師：小出裕章さん（京都大学） 

18:30～20:30 薩摩川内市・国際交流センター 無料 

10 月 23 日(日) 小出裕章講演会 10:00～12:00 鹿屋市・肝属教育会館 無料 

10 月 23 日(日) 小出裕章講演会 14:00～16:00 鹿児島市・サンエールかごしま 

前売り 500 円(当日 800 円) 
10 月 23 日(日)  ハンセン病訴訟勝訴 10 周年記念市民の集い 14:00 鹿児島市･大谷ホール 

10 月 30 日(日)  国鉄闘争報告集会(仮称) 17:00～  

行事日程の紹介（11 月） 

11 月４日(金)～６日(日)  第 48 回護憲大会 山形市 

11 月 12 日(土) 第７次川内原発増設中止署名行動 10:00 薩摩川内市 

11 月 13 日(日) 第８次川内原発増設中止署名行動 10:00 薩摩川内市 

11 月 23 日(水)  金剛山歌劇団出水公演 ①13:30～ ②18:30～ 出水市文化会館  

大人 3,000 円(当日 4,000 円)、小･中･高生 1,500 円(当日 2,000 円)     
11 月 24 日(木) 第 39 回県地方自治研究所総会 17:00 労金鹿児島支店５階 

         第 116 回県地方自治研究所定例研究会 17:30 労金鹿児島支店５階 

11 月 26 日(土) 第９次川内原発増設中止署名行動 10:00 薩摩川内市 

11 月 26 日(土)～27 日(日) 第 63 回全国人権･同和教育研究大会 鹿児島市・奄美市 

11 月 27 日(日) 第 10 次川内原発増設中止署名行動 10:00 薩摩川内市 


